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項目Ａの検討フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 流出予測（基本高水） 

１ 治水安全度の設定 

２ 確率雨量・計画対象降雨の設定

１）計画基準点の設定 
２）流域平均雨量の算定 
３）計画降雨継続時間の設定 
４）計画降雨量の設定 
５）計画対象降雨群の設定 

３ 流出解析 

１）流出解析手法 
２）流域分割 
３）ハイドログラフの再現 
４）流出モデル定数の設定 

土地利用、ため池等

の評価 

流出モデルの選定 

洪水到達時間、一雨降

雨、計画降雨継続時間

引伸し倍率、時間分布、

地域分布による棄却 

観測降雨 
観測流量 

(同定された) 流出モデル 
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項目Ｂの検討フロー 
 
 
 

流出予測（基本高水） 

 
 

１ 河川水位 

１）現況河道定数の設定 

             ①勾配 
             ②断面形状 
             ③粗度係数 
            ２）現況断面における流下能力の算定 

            ３）河川水位の算定 

 
 

２ 越水・溢水箇所の把握 

            ・現況河川の土地利用を把握 
 
 
３ 基本高水ピーク流量の分担を決める 

   ・河道以外      河道（計画高水流量の決定） 
   
 
 
               選 
               択 
  ４                利水への影響 

治水対策の効果 

                 環境・景観・文化への影響 
１）経済性 
２）効率化、有効性 
３）環境適合性の評価（自然環境・社会環境に与える影響） 
４）優先度の評価 
５）総合評価 

 

流域内貯留対

策の選択 

 
 
 
 
 
内水被害 
 
土砂災害 
 
超過洪水対策 
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項目Ｃの検討フロー 
 
 
利水・環境に関する課題 

１）水循環・水収支 

   流域内の降雨、蒸発、流出の水文循環と人工的に整備した水道や下水道等の水収支

を把握し、河川を中心とした流域単位で水循環を検討する。 
 
２）正常流量 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３）適正な水利用、水質保全・改善 

   適正な水利用は、河川の水利用の実態を踏まえて、適正な地点を選定し、それぞれ

の地点毎に検討する。また河川の整備・管理にあたっては、河川が適正に利用される

とともに、流水の正常な機能が維持され、河川環境の保全が図られるよう良質な水質

の保全に努め、その方針を検討する。 
  
４）生態系の保全・復元、多様性の確保 

   河川の整備・管理に当たっては、河川の生物群集及びそれらの生息・生育環境の現

状と過去からの変遷及びその背景を踏まえ、その川にふさわしい生物群集と生息・生

育環境が将来にわたって維持されるように努め、その方針を検討する。 
  
５）沿川の都市整備・景観、親水空間の形成 

   流域の土地利用、歴史、文化、景観等を踏まえ、河川を活かしたまちづくりを推進

するため、関係行政機関、地元住民等との連携を図り、特に都市内の河川においては

防災機能を確保する空間、身近な環境空間、都市活動を支える空間としての多面的な

役割について検討する。 
 
  

維持流量 

 動植物の生息・生育地の状況、漁業、

 景観、流水の清潔保持、舟運、塩害の

防止、河口の閉塞防止、河川管理施設

の保護、地下水位の維持 

利水流量 

 流水の占用のために必要な流量

正  常  流  量 


